
表紙タイトル：原生林の木洩れ日

撮 影 地：白駒池（長野県・蓼科高原）

撮影データ：Nikon D100/AF-S NIKKOR 24-85㎜ F3.5-4.5G

撮 影 日：2003年８月10日

裏表紙タイトル：高原の朝

撮 影 地：八島ケ原湿原（長野県・霧ヶ峰）

撮影データ：Nikon D100/TAMRON S P 90㎜ F2.5

撮 影 日：2003年８月10日

コ メ ン ト：最近、オリンパスのズイコーマクロ90㎜Ｆ２のレンズを中古で思わず購入

した。すでにオートフォーカス以前のレンズは入手困難になりつつある。

焦点距離85～90㎜あたりのレンズは、画面サイズが35㎜判の場合、人が対

象物を注視する画角に近いと言われており、この焦点距離のレンズを一眼

レフカメラに装着して、片目はファインダーを覗きもう一方は肉眼でみる

と、視野にほとんど差がないのがわかる（カメラの機種によるファインダ

ー倍率の差はあるが）。85～90㎜には名レンズが多い。今回裏表紙の撮影

に使用した90㎜レンズも1979年発売（24年前！）とかなり古いが、最新の

デジタル一眼レフに装着してみても、素性が良いためか驚くほど優れた描

写をする。ただし、今回使用したデジタル一眼レフでは画面サイズが35㎜

判よりも一回り小さいため、35㎜判換算で約1.5倍焦点距離相当になり、

慣れぬ画角に戸惑うことになる。

撮 影 者：林 孝文

表紙・裏表紙の写真の説明


